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１．高知大学の概要

○ 高知県内唯一の国立総合大学 1949年設立

6学部

（人文社会科、教育、理工、医、農林海洋科、地域協働）

+土佐さきがけＰ

○ 学部学生数 4,949名、大学院生数（１研究科）498名

教職員数 1,851名（平成29年５月現在）

○ 基本目標【教育】

総合的教養教育を基盤とし、「地域協働」による教育の

深化を通して課題解決能力のある専門職業人を養成する。
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２．高知大学ＡＰ事業の概要
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１．学修e-ポートフォリオを用いた取組

２．大学における学びの調査の実施

（授業外学修時間、大学教育満足度、大学生活満足度等）

３．ＤＰに基づくアセスメントツールの開発と実施

（11の力を測定する独自アセスメントツール）

４．外部客観テストの実施

５．ＡＬＣＳ調査（教学ＩＲコモンズ）の実施

６．卒業生（対象は前年度の全学部卒業生）調査の実施

７．卒業生とその就職先の上司へのインタビュー調査の実施

質保証の取組について①

２．高知大学ＡＰ事業の概要

【主な取組】
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【ＡＰ事業前に抱えてきた課題】

大学全体の質保証
◆ アセスメントを複数実施してきたが、結果のフィードバックが
できていない。

◆ 大学満足度アンケートなど学部独自には行ってきたが、全学で
統一したフォーマットでの調査は行っておらず、全学の実態は
明らかにされてこなかった。

◆ 卒業生調査についても、一部の学部のみの実施に留まり、全学
的な実施に至っていなかった。

質保証の取組について②

２．高知大学ＡＰ事業の概要

学生に対する質保証
◆ 授業科目全体の成績評価がわからない。

◆ アセスメントは行われているが、結果については一部のみの
返却に留まる。学生によっては、アセスメントの結果を取りに
来ない。
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【学生個人の学修成果の測定】
１．成績評価の評定結果
２．ＧＰＡ
３．単位の修得状況
４．セルフアセスメントシートの結果

（１年生と3年生）
５．外部客観テストの結果

（１年生と３年生）
６．学内で開催した外国語テストの結果

【大学全体の成果の測定】
１．ＧＰＡ
２．学生の単位修得状況
３．学生の授業外学修時間（学年ごと、学部ごと）
４．セルフアセスメントシートの結果

（１年生と3年生）
５．外部客観テストの結果

（１年生と３年生）
６．学内で開催した外国語テストの結果
７．ＡＬＣＳ調査（教学ＩＲコモンズ）の実施
８．卒業生調査の結果（全学部の学生を対象）
９．卒業生とその就職先の上司へのインタビュー調査

◆e-ポートフォリオを用いてフィードバック ◆全学のデータを一元管理し成果を測定する

◆アセスメント関連は、全学統一フォーマットで実施し、
検証する

◆本学の情報だけで評価するのではなく、他大学のデータ
と比較検証ができるように担保する

質保証の取組について③

２．高知大学ＡＰ事業の概要

学生に対する質保証の取組 大学全体の質保証の取組
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３．学生に対する質保証の取組 (e-ポートフォリオの活用事例)

授業科目ごとに、科目平均点と標準偏差を表示

①授業科目ごとに科目平均点と標準偏差を表示
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【成績分布表示】
履修した授業科目ごと
の成績分布を開示

表示項目：
科目平均点
標準偏差
成績評価分布
（棒グラフ）

②授業科目ごとに成績分布を表示

３．学生に対する質保証の取組 (e-ポートフォリオの活用事例)
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③学修成果の成績の可視化

３．学生に対する質保証の取組 (e-ポートフォリオの活用事例)
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・全学部１年生と３年生にセルフ・アセ
スメントを４月に実施

④ＤＰに基づく11の力の測定結果のフィードバック

３．学生に対する質保証の取組 (e-ポートフォリオの活用事例)
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・e-ポートフォリオ内に結果を表示



【開発の経緯】
ＤＰに基づくアセスメントの前型として、平成24年度以降、全学部１

年生と３年生を対象に実施してきたセルフアセスメントシートを基盤に
検討を行った。
平成28年度に実施した３つのポリシー見直しの際に、本学が掲げる総

合的教養教育の10の力とそれらを統合し、外部に働きかける力を合わせ
た11の力を定義した。それに基づいて、改訂版セルフアセスメントシー
トを作成した。
この改訂時には、地域の企業や教育委員会に所属する社会人５名と本

学教員で構成する多面的評価指標研究会においても、検討を重ね、社会
や地域における人材育成・評価の視点を取り入れて開発を行った。

【アセスメントの内容】
本学のディプロマポリシーに基づき、10+１の力のうち、論理的思考力、

課題探求力、表現力、コミュニケーション力、協働実践力、自律力、リテ
ラシー・倫理観、10の能力を統合し周囲の人に働きかける力の８つのス
キル24項目で測定する。

①アセスメントの開発 (ＤＰに基づくアセスメントの開発)

４．大学全体の質保証の取組
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【卒業生アンケート調査の実施状況】

時期：平成28年12月～29年1月

対象：平成27年度 全学部卒業生 1,071名

回収率：19.6％

調査項目：
① 現在の就業状況
② 高知大学で受けた教育や学生生活支援に対する満足度

③ 総合的教養教育で掲げてきたコンピテンシーの身に付き度

④ 在学中に身に付けておきたかったスキルについて

⑤ 大学教育の学修機会について

②卒業生調査の実施（対象：前年度の全学部卒業生）

４．大学全体の質保証の取組
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本調査は、第２期中期目標期間（平成22年～27年度）に、本学の教育を受けた
卒業生とその就職先の上司を対象にインタビュー調査を行った。本調査研究は、
ベネッセ教育総合研究所と共同して行っている。

調査対象：
●首都圏11組、高知県内18組の合計29組の卒業生とその就職先の上司

調査時期：
●平成29年9月に実施

インタビュー内容：
●卒業生…大学生活が、現在の自分（仕事）にどれくらい役立っているか？

自己の強みと課題
後輩／高知大学への要望

●就職先…卒業生への期待
卒業生の強みと課題
職場で求められる必要な人材要件

調査結果については、現在検証中であり、結果については学会等で報告する予定
である。

【調査について】
③卒業生とその就職先の上司へのインタビュー調査の実施

４．大学全体の質保証の取組
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【学生の学修成果の可視化】

● e-ポートフォリオの継続構築

授業科目ごとのルーブリック評価機能
授業科目ごとのアンケート機能の拡充
（学生への即時フィードバック機能を含む）

● プレ・ディプロマ・サプリメント（仮称）の発行

● ディプロマ・サプリメントの発行

５．今後の質保証の取組について
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